

























































官試験については 3 日前に合格発表があり、うれしいことに本年も創大から 2 名の外交官試験（外
務省専門職員採用試験）合格者が出ました。これで創大出身の外交官は 70 名になりますが、こ
のうち約 73％が法学部生となります。そして、本年合格した 2 名ともこのコースの学生で、私


















なります。午前中は、レジメの 6 まで、午後は 7 から最後までお話したいと思います。配布プリ















2　 池田大作　第 43 回「SGI の日」記念提言「人権の世紀へ　民衆の大河」（創価学会広報室、2018 年 2 月 28
日発行）。
3　 池田大作「『野蛮』対『文明』の戦い」『神奈川新聞』2003 年 2 月 27 日「未来への選択 1　非暴力の系譜―
マハトマ・ガンジーとキング牧師―」への寄稿。
4　芹田健太郎「『世界人権宣言』の歴史的意義」『聖教新聞』2018 年 4 月 4 日。
5　 中山雅司「世界情勢ウォッチ―国際法の視座から―〈5〉『平和の文化』と『人間の安全保障』」『聖教新聞』




たのは 1993 年 2 月で、今から 25 年前のことになります。その年は、世界人権宣言 45 周年の年
でもありました。この年 1 月から 3 月にかけて、創立者は北・南米指導の旅に出られます。その




































たのであろう」と綴られています 9。2 月 12 日にも創立者は再びアタイデ氏と会見されます。その
場でもアタイデ氏は創立者に、「私は、もうすぐ 100 歳を迎えます。これまで生きてきて、これ
ほど『会いたい』と思った人は初めてです。会長は、偉大な使命のある方です。人間学と人間性
の人であり、精神の指導者です」と述べられます 10。アタイデ氏は 1898 年生まれで、会見当時 94
歳でした。一方、戸田先生は 1900 年生まれであり、ほぼ同年代といってもよいと思います。そ
のこともあり、創立者のなかではお二人の姿が二重映しになり、「戸田が自分を迎えてくれてい






























対談集の構成についても触れておきたいと思います。第 1 章から第 3 章は、アタイデ氏、ガ
ンジー、キング、マンデラなど人権の闘士から 21 世紀を開きゆく人権闘争のあり方をめぐって
語られています。第 4 章から第 6 章は、「世界人権宣言」成立についての真実と未来性について。
また、西洋人権思想の底流をなすギリシャ哲学やキリスト教の系譜について語られています。第











の本年 6 月 19 日の発表によると、2017 年末時点で紛争や暴力、迫害などで移動を強いられた難
民は5年連続で増え、過去最高の6,850万人に上ったとの報道がなされています。6,850万人のうち、
国内避難民が 4,000 万人、難民が 2,540 万人、庇護申請者が 310 万人となっています。2017 年に
新たに国内外で避難を余儀なくされた人々は 1,620 万人に上っており、コンゴ民主共和国や南ス
ーダンの紛争、ミャンマーのイスラム系少数民族ロヒンギャの迫害などが背景にあるとみられま
す。難民発生国で一番多いのがシリアで 630 万人、次いでアフガニスタンが 260 万人、南スーダ























（2017 年版）によれば 16、日本は世界 144 ヵ国中 114 位となり、過去最低だった前年の 111 位から
さらに後退しました。ジェンダー格差指数は「経済活動への参加と機会」（経済参画）、「政治へ























の人権侵害といえます。貧困問題も深刻ですが、現在、世界人口 75 億人のうち、7 億 200 万人





























17　 池田大作／ A・アタイデ『前掲書』（注 1）第 5 章。芹田健太郎・薬師寺公夫・坂元茂樹『ブリッジブック 
国際人権法』（信山社、2008 年）参照。












































































そして、1948 年 12 月 10 日、第 3 回国連総会で「あらゆる人と国が達成しなければならない
共通の基準」として世界人権宣言が採択されたのです（賛成 48、反対 0、棄権 8）。それは、奇



















は、（1）自由権的諸権利（第 1 ～ 20 条）、たとえば、身体の自由、拷問・奴隷の禁止、思想や表









































23　 池田大作／ A・アタイデ『前掲書』（注 1）173-183 頁。世界人権宣言の意義については、ウィンストン・E・




25　 たとえば、1960 年植民地独立付与宣言は第 7 項で、「世界人権宣言の諸条項を誠実かつ厳格に遵守しなけ
ればならない」と述べている。
26　 国際人権規約は、いわゆる社会権について規定した「経済的・社会的及び文化的権利に関する国際規約」（A






































29　池田大作／ A・アタイデ『前掲書』（注 1）242-249 頁。
30　池田大作／ジョセフ ･ ロートブラット『地球平和への探究』（潮出版社、2006 年）60 頁。






































































































34　池田大作／ A・アタイデ『前掲書』（注 1）60 頁。




































この集会においてキング氏は、リンカーン記念堂の前で有名な“I Have a Dream”（私には夢が
ある）の演説を行い、人種差別の撤廃と各人種の協和という高邁な理想を訴えました。1964 年
















終身刑を言い渡され、71 歳まで 28 年間にわたって投獄されます。その後、1990 年にようやく釈
放されますが、釈放されたその年にマンデラ氏は来日し、10 月 31 日に創立者と聖教新聞社で会
























会見の翌年の 1991 年にマンデラ氏は ANC の議長に就任、デクラーク大統領とともにアパル
トヘイト撤廃に尽力し、1993 年にデクラーク大統領とともにノーベル平和賞を受賞しました。






















ア氏の発言については、『聖教新聞』1990 年 11 月 1 日。
40　池田大作　第 43 回「SGI の日」記念提言「人権の世紀へ　民衆の大河」（注 2）9-10 頁。





教新聞』1993 年 10 月 21 日参照。





























44　池田大作／ A・アタイデ『前掲書』（注 1）80 頁。
45　 中村元訳『ブッダのことば―スッタニパータ』（岩波書店、1984 年）のなかの第一 蛇の章、七、賤しい
人 142（36 頁）。































































会の三代会長です。創立者は、本年（2018 年）の SGI の日記念提言において、「私ども SGI の平
和運動の源流は、第 2 次世界大戦中に日本の軍部政府と戦い抜いた、創価学会の牧口常三郎初代












58　池田大作／ A・アタイデ『前掲書』（注 1）95 頁。
59　池田大作／ A・アタイデ『同書』153-154 頁。
60　池田大作　第 43 回「SGI の日」記念提言「人権の世紀へ　民衆の大河」（注 2）11 頁。
61　 中村睦男＋桐ケ谷章＋塩津徹　座談会「今日の人権保障の問題点と今後の課題」特集 [ 世界人権宣言 50
























できない一凶ととらえていたのが核兵器の問題でした。昭和 32 年 9 月 8 日に発表された「原水
爆禁止宣言」は、まさに創価の平和運動の原点であり、創価大学の建学の指針である「人類の平
和を守るフォートレスたれ」の源流でもあります。「原水爆禁止宣言」が創立者にとって、世界
平和への師弟の誓いの原点であったことは、創立者が宣言から 11 年後（1968 年）の 9 月 8 日に、
中国との国交回復を訴える「日中国交正常化提言｣ を発表され、さらに 6 年後（1974 年）のこ
の日に初のソ連訪問の旅へ出発されたこと、そして 9 月 8 日を『新・人間革命』の新聞連載完結
62　1996 年 6 月 4 日、サイモン・ウィーゼンタール・センターでの記念講演『牧口常三郎―人道と正義の生涯』。












































































民衆をめぐって―」『創価教育』第 5 号。また、拙稿「人権概念を輝かせる池田 SGI 会長の平和思想―世
界人権宣言はいかにして生まれ、発展したのか―」『第三文明』2018 年 12 月号 特別企画「世界人権宣言
70 周年―良識の証」。　　

































72　 第 25 回「SGI の日」記念提言「平和の文化 対話の大輪」（2000 年 1 月 26 日）。
73　 池田大作／アドルフォ・ペレス=エスキベル『人権の世紀へのメッセージ』（東洋哲学研究所、2009年）324頁。
74　 冷戦後の人権状況をめぐっては、拙稿「『世界憲法案』と人権保障の現状―田畑茂二郎『世界政府の思想』


































75　Boutros Boutros-Ghali, An Agenda for Peace （New York: United Nations, 1995） p.44.
76　Kofi A. Annan, “Two Concepts of Sovereignty,” The Economist, September 18, 1999, p.49.


























になりました。2000 年 9 月、ニューヨークの国連本部で開催された国連ミレニアム・サミット
78　 保護する責任をめぐっては、拙稿「『人間の安全保障』と国際法―『保護する責任』論を中心として―」『創
価法学』第 44 巻第 2 号。









べき時であります」「第 20 回『SGI の日』記念提言『不戦の世紀へ 人間共和の潮流』」（聖教新聞 1995 年





ミットでの開発目標をまとめたものが「ミレニアム開発目標（Millennium Development Goals: 
MDGs）」です。MDGs は国際社会の支援を必要とする課題に対して 2015 年までに達成すると
いう期限付きの 8 つの目標、21 のターゲット、60 の指標を掲げました 81。そして、2015 年 9 月に
は、貧困に終止符を打ち、地球を保護し、すべての人が平和と豊かさを享受できるようにするこ
とを目指す普遍的な行動を呼びかける「持続可能な開発目標」（Sustainable Development Goals 





るもので、目指すのは、繁栄と社会的包摂 83、環境の 3 つです。しかも国家（政府）だけでなく、
国連、自治体、NGO や市民社会、企業、大学など、あらゆるステークホルダーがパートナーシ
ップにより目標を達成しようとするところにあります。その理念は、「誰一人取り残さない（No 















82　 2015 年 9 月の国連総会で採択された『我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ』




































84　池田大作　第 43 回「SGI の日」記念提言「人権の世紀へ　民衆の大河」（注 2）16 頁。
85　 New York Declaration for Refugees and Migrants, para14, UN Document, A/RES/71/1, 19 September, 
2016.





















































人地雷禁止を目指して結成された NGO の連合体である ICBL（地雷禁止国際キャンペーン）は、
1997 年の対人地雷禁止条約の締結の原動力として大きな影響力を及ぼしました。なかでも、昨
年（2017 年）7 月 7 日の核兵器禁止条約の採択の陰には、ヒバクシャ、そして NGO や市民社会
















89　 日本反核法律家協会〈JALANA〉による 2017 年 7 月 20 日現在暫定訳（http://www.hankaku-j.org/
data/01/170720.pdf）。
90　池田大作／ジョセフ ･ ロートブラット『前掲書』（注 30）200 頁。


































92　池田大作／ベッド ･P･ ナンダ『インドの精神』（東洋哲学研究所、2005 年）372 頁。
93　池田大作「世界が期待する国連たれ」『聖教新聞』2006 年 9 月 1 日、2 日。
94　池田大作／ R･D･ ホフライトネル『前掲書』（注 88）20 頁。
95　池田大作／ジョセフ ･ ロートブラット『前掲書』（注 30）245 頁。


































98 　 ハーバード大学講演「21 世紀文明と大乗仏教」池田大作『二十一世紀文明と大乗仏教―海外諸大学講演
集―』（聖教新聞社、1996 年）22 頁。






































103　コロンビア大学講演「地球市民教育への一考察」（1996 年 6 月 13 日）。
















の 21 世紀を築いてまいろうではありませんか。本日は、ご清聴ありがとうございました 105。
105　 本稿は、2018 年 9 月 1 日、創価大学で行った夏季大学講座「『世界人権宣言』70 年―池田・アタイデ対談
を読む―」の内容をもとに再構成したものである。
― 52 ―
「世界人権宣言」70 年
